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人のこれからの生活基盤づくりとシェアリングエコ
ノミーを始めとする多様な生活サービスを提供する
事業展開も構想。地域とともに持続可能な社会づく
りを目指す。

ごみ収集現場における
デジタル活用を起点とした
サーキュラー・エコノミー

2024年5月31日
小田急電鉄株式会社
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自己紹介

小田急電鉄株式会社 
デジタル事業創造部 課長
ウェイストマネジメント事業 WOOMS  
統括リーダー  
正木 弾

学生時代のバックパッカーの経験から自然と人が調和する街を実現したい
という想いで、2002年当社に入社。入社後は、環境関連の新規事業の企画・
運営と当社の人に関わる仕事を経験。2018年新規事業開発を所管していた経
営戦略部への異動を機に、サーキュラー・エコノミー実現に向けた事業開発
を志願し現在に至る。
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運輸業を中心に
流通、不動産、ホテルなど
さまざまな事業を運営

都心から郊外、観光地など
多彩な都市構造

小田急グループ概況

沿線人口

約520万人
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地域の発展と持続可能な社会づくりは小田急の使命
これまで地域に根差した鉄道・不動産を中心としたインフラ業を営み、自治体と緊密
な協力関係を有する当社のリソースが活用できる

循環型社会の実現に向けて当社が担える役割とは

循環型社会実現に重要な役割を担う「収集・運搬」
を支援する“新たなインフラ事業の共創”を目指す。
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小田急グループ各社で鉄道・まちづくり等のインフラ運営
の経験を有するメンバーを中心に２０名程度のメンバーで
スタート

“ごみ”のない持続可能で豊かな「循環型社会」を実現するチーム

Waste Zero
ごみという
固定概念を
ひっくり返す

W

Odakyu
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ウェイストマネジメント事業 WOOMS 事業化
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神奈川県座間市とサーキュラーエコノミー
推進連携協定を締結

小学生を対象に「遊んで考えるごみ問題」を開催
協力：坂野 晶氏（NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミー理事長）
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廃棄物・資源収集業務のスマート化を支援する

実証内容
１ 収集状況のリアルタイムモニタリングによる業務効率化
２ 収集車両を活用した市域内インフラの効率的なチェック
３ 上記機能を活用した新たな市民サービスの可能性の検討

２０２０年より座間市収集員の皆様とともに収集運搬のデジタル化に取り組む。
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① ごみ収集におけるワークシェア
可視化された収集状況を活用し、収集ノウハウを有すドライバー同士が、収集を相互
に支援することで、積載量が高まり、清掃工場までの運搬回数を大きく削減

収集済の集積所

未収集の集積所

収集状況の可視化 可視化されたデータを活用した
ワークシェア
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① ワークシェアによる成果
・個の仕事が、チームの仕事に。
・平均積載量/台が高まり、往復１時間かかる清掃工場への運搬回数を大幅に削減



10

② 新たなリサイクル手法の確立
ワークシェアによって創出された余力を活用し、燃えるゴミとして排出されていた剪
定枝をデジタルデータを活用したリサイクルを収集職員のアイデアで導入
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② 新たなリサイクル手法の成果
市民に分別する負担を新たに負わせることなく、収集職員の知恵とデジタル活用で、
新たなリサイクルが可能となり、焼却処理量も削減
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収集職員へのアンケート結果
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おわりに
・座間市ではデジタルデータを現場で働く収集職員（ドライバー）が活用することで、
自発的な新たな取り組みが進捗している。

・収集職員の仕事は、「ごみ収集」の仕事から、「ゼロウェイスト」の仕事へと役割
を変化、市民への啓発活動も、取り組みを進化させている。

・座間市のごみは、減り続けている。

座間市HP【ざまりん日記】より 令和2年10月14日ざまりんのお仕事体験「座間市クリーンセンター編」
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